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シリアゲムシ目で初めて確認された翅原基の後胚発生様式（昆虫綱）
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　完全変態昆虫（＝内翅類）の単系統性は、幼虫期にお
いて体の外側に翅芽（翅原基）と外部生殖器原基をもた
ないこと、幼虫から蛹への変態の過程で目が退縮し再構
築されること、静止した状態の未成熟な蛹期をもつこと
によって支持されている（Kristensen 1999）。
　完全変態昆虫の進化的起源については、Truman and 
Riddiford（2002）により翅原基の発生様式と内分泌学
的側面から議論がなされているが、翅原基の比較発生学
的なアプローチから議論されることは、次のような指摘
はあるものの、極めて限定されていた。Švácha（1992）は、
完全変態昆虫の中でも翅原基の発生が遅れ、亜終齢期に
明瞭な翅原基が形成されないグループ［ヘビトンボ目、
ラクダムシ目、シリアゲムシ目、甲虫目の一部、ハチ目
の一部（広腰亜目）、ハエ目の一部］が存在することを
示しており、これらは進化的に祖先的な発生様式を保持
している可能性があると指摘している。また、これらの
発生が遅延する完全変態の昆虫目においては、クチクラ
の内側に存在する翅原基の状態は、多くの昆虫学関連の
テキストに描かれているような、表皮ポケットの陥入構
造を持っているわけではないことが指摘されている
（Švácha 1992; Sehnal et al. 1996; Kristensen 1999）。
　完全変態昆虫における翅原基の後胚発生については、
チョウ目やハエ目の一部のモデル昆虫のみで詳細に調べ
られているにすぎず、網羅的な研究は進んでいない。完
全変態昆虫のいくつかの昆虫類においては、翅原基の発
生過程すら研究されていないグループ（ヘビトンボ目、
ラクダムシ目、シリアゲムシ目、ネジレバネ目）が存在
する。さらにシリアゲムシ目では終齢幼虫期に翅原基の
形態すら観察されていないのが現状である（Švácha 
1992）。
　今回、我々は、翅原基の後胚発生に関する情報がほと

んどなかったシリアゲムシ目昆虫において、ヤマトシリ
アゲ Mavropanorpa japonica（�unberg, 1784）の累代
飼育系と終齢幼虫の個別飼育法を確立することにより、
翅原基の発生過程を調べるのに必要な研究基盤の構築に
成功した。我々はこれまで未知だったシリアゲムシ目の
翅原基の発生様式について、樹脂包埋法による準薄切片
を作成し、組織形態の観察により以下の点を明らかにし
た。（ 1）ヤマトシリアゲの翅原基の形成が亜終齢期、摂
食中の終齢期では起こらず、ワンダリング期、ガットパー
ジ以降の土繭形成の約20日後（前蛹期後半）から始まる。
（ 2）翅原基は中胸部側面の L1刺毛腹面側の一層の上皮
組織が扁平な上皮から柱状に発達が始まることにより翅
原基の発生が開始される。（ 3）ヤマトシリアゲの翅原
基の後胚発生様式は、原基形成領域の上皮のクチクラか
らの剥離、肥厚と沈降により発達が進行する。他の完全
変態昆虫の原基形成でみられる上皮陥入は生じない。
　本研究は、これまで研究例がまったくなかったシリア
ゲムシ目における翅原基の発生過程とその発生様式につ
いて初めて明らかにしたものである。
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